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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 



様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 自己における関係の断絶とその再生 

 学位申請者 服部 佐和子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 浜渦 辰二 

  副査 大阪大学教授 上野 修  

  副査 大阪大学元教授 中岡 成文  

【論文内容の要旨】 

 本論文は、自己が他者および世界ともつ関係性の断絶とその回復過程について、つまり、人間が自分から切り

離した対象を自己自身において再び統合し、組み直し拡大する過程、それによって自己自身への成り行く過程に

ついて考察したものである。関係性の断絶について考察する契機として、「心の病」を患う人々の症状をとりあげ、

それを、単なる病や心の状態の問題としてではなく、それを病む人間の在り方の表現としてとらえる人間学的精

神病理学の研究を参照するとともに、筆者自身が幼少より長年患ってきた病とそこからの治癒の経験を当事者の

視点から、自身の実存の問題として考察している。 

 第１章「自他の対象化とその排除欲求」では、個人が特定の他者を憎悪して、これを排除しようとして苦悩す

る様と、森田正馬が紹介する神経症患者が、自分の心身の一部分に拘泥して排除しようとして苦悩する様を取り

挙げ、他者や世界あるいは自分自身における何かを対象化し、それを「異物」として排除しようという欲求は、

自己否定への欲求を意味し、結果として逆に、他者や世界との密接な関連性を示唆していることを発見する。 

 第２章「時間と空間における自己生成」では、ゲープザッテルというドイツの精神病理学者が紹介する、時間

と空間の捉え方をめぐって苦悩するメランコリー患者、自己と世界とのあいだに乖離感を訴える患者の語りを手

がかりにしがら、人間が生きる時間と空間が自己に現れる様子を考察する。世界との絆の喪失に苦悩する患者た

ちの生の在り方を見ることで、本来の生と世界のダイナミックな関係性を垣間見ることになる。 

 第３章「内観（療法）をめぐって」では、求道法ないし精神療法として用いられている内観（療法）を自ら体

験したことを踏まえながら、そこでは、身近な具体的他者について、相手に「お世話になったこと」「自分がお返

ししたこと」「迷惑をかけたこと」を調べていく作業を通じて、自分の生が大勢の他者によって支えられていたこ

とに気づき、自らの罪を自覚する経緯が述べられる。 

 第４章「罪責感情における自己に対する攻撃と受動的罪」では、ニーチェとフロイトの思想から、自分自身に

対する攻撃として理解される罪責感情について考察する。そのような罪責感情は、過去を単純に否定することで

その負い目を取り除くことはできず、その前提を生において捉え直し、当人の実存、生自体に触れる瞬間を経る

必要があることが示される。 

 第５章「罪の自覚から関係性の回復」では、キェルケゴール、シェーラー、ブーバーの思想に沿って、個人の



罪の積極的な意味を考察し、罪が個々人の人生における具体的なもの、具体的な出来事と結びついており、当人

のこれまでの人生すべてを背景として具体的に見るとき、罪は当人にとって生に対する積極性を喚起する契機と

なること、また、それは自分自身を再生することを意味し、これによって、人間の自己の領域が拡大され、自己

の根拠は他者や世界との関係に置き直されることが示される。 

 冒頭の「はじめに」と末尾の「おわりに」によって、論文全体の流れが示され、自己とは、他者との関係性を

欠いては、自己になることができず、自らの罪を自覚するということは、自己の存在の根源的なものであるとこ

ろの関係性に触れることであり、それは自己の孤独という、関係性からの逸脱の一つの終焉である、と結論づけ

られる。 

 最後に、参考文献リストを付し、全体の分量としては、A4 判横書きで 148 ページ、400 字詰め原稿用紙に換算

して、約 355 枚に相当する。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、自ら長年患ってきた病とそこからの治癒の経験を出発点として、それを一方で、森田正馬の森田療

法と吉本伊信の内観療法の思想と自らによるその体験を参照しつつ、他方でビンスヴァンガー、ゲープザッテル、

ミンコフスキー、ヴァイツゼッカー、シュトラウスといった独仏の人間学的精神病理学の症例分析を手引としな

がら、そこから浮かび上がってきた罪の自覚を、フロイト、ニーチェ、キェルケゴール、シェーラー、ブーバー

らの、罪をめぐる哲学的著作を手引として考察するものである。自らの病の体験を当事者として、哲学者・精神

病理学者の思想と接続させながら考察するという手法は、著者にその自覚はないものの、北海道浦河町の「べて

るの家」に端を発する「当事者研究」に通じるところがあり、それを知らないまま自ら実践してきたものとも言

え、体験的な考察と文献的研究を繋ぐ臨床哲学専門分野にふさわしい論文となっている。森田療法や内観療法と

いった、わが国で始まり、いまは海外にも広がっている精神療法を、ヨーロッパの人間学的精神病理学や実存思

想家と繋げて再発見しようとするところに、海外留学中に海外での内観療法を体験しつつ、精神病理学のテキス

トを原文で読んできたことが生かされており、そこに本論文のオリジナリティが見られる。 

 公開審査会では、本論文が第１・２章、第３章、第４・５章という三つのグループから成ると著者自身言うが、

それらの間の接続（特に第２章の精神病理学的考察と第５章の罪に関する哲学的考察の関係）が必ずしも充分に

練られていないのではないか、自己や他者という語や抽象的と具体的という語の使い方に多様なものが持ち込ま

れていないか、内観療法から考察される日本的な「人と人の間」の罪の考え、キェルケゴール（プロテスタント）、

シェーラー（カトリック）、ブーバー（ユダヤ教）という思想的背景をかなり異にしながら「原罪」という「神と

人の間」を背景にもつヨーロッパの「罪」をめぐる思想、さらにはシュテファン・グレーツェルの「私たちは、

他の生命の犠牲なくしてはいきられない」と仏教思想にも繋がるような「人間の根本的罪」という思想、これら

を簡単に繋げてしまってはいないか、のという疑問も出された。しかし、これらの疑問も本論文の本質的な価値

を損なうものではなく、本論文がこれまでになかった構図のなかに、自らの体験、精神療法、精神病理学、実存

哲学を配置してオリジナリティのある臨床哲学にふさわしい議論を展開してみせたという点において、評価に値

するものとして意見は一致した。 

 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


